
11月２日  園児による稚魚放流学習11月２日  園児による稚魚放流学習

11月３日  塩川町文化祭  野外会場新そば祭り11月３日  塩川町文化祭  野外会場新そば祭り

11月10日・11日　ふれあいきたかた農業まつり11月10日・11日　ふれあいきたかた農業まつり

11月３日　 喝采 ＫＩＴＡＫＡＴＡ11月３日　 喝采 ＫＩＴＡＫＡＴＡ

11月４日　第10回たかさとリバーサイドウォーク11月４日　第10回たかさとリバーサイドウォーク
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児
童
扶
養
手
当
の

定
時
支
給
日
で
す

問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

平
成
31
年

新
春
市
民
の
集
い
参
加
者

問
申

問
申

上
ノ
山
墓
地
公
園
墓
所
使
用
者

 

内
容　
12
月
11
日
は
児
童
扶
養

手
当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　

今
回
の
支
給
は
８
月
分
か
ら

11
月
分
で
す
。個
別
に
支
給
通

知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

通
帳
の
記
帳
に
よ
り
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。入
金
時
刻
は
金
融

機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
支
払
差
止
と
な
り
ま
す

の
で
、速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援

班☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各

合
支
所
住
民
課

 

内
容　
太
陽
光
発
電
を
中
心

に
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

基
礎
知
識
や
、今
後
の
情
勢
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

 

日
時　
12
月
26
日（
水
） 
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
開

場:

午
後
１
時
）

 

場
所　
大
会
議
室（
本
庁
舎
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

講
師　
佐
藤　
理
夫　
氏（
福
島

大
学
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学

類　
教
授
）

 

費
用　
無
料

 

定
員　
30
人

 

申
し
込
み
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
持

参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）７
０
７

３
、ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９

 

内
容　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し

た「
新
春
市
民
の
集
い
」を
開

催
し
ま
す
。

 

日
時　
平
成
31
年
１
月
４
日

（
金
） 

午
前
10
時

 
場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

 

参
加
費　
１
０
０
０
円

 

申
し
込
み
方
法　
会
費
を
添
え

て
企
画
調
整
課
、ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
の
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

申
込
期
限　
12
月
14
日（
金
）　

※

申
込
期
限
後
に
申
し
込
ん

だ
場
合
は
、出
席
者
名
簿
に
名

前
が
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
上
ノ
山
墓
地
公
園
墓
所
の

使
用
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

受
付
条
件　
申
し
込
み
時
点
で

引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に

住
所
が
あ
る
方
で
、上
ノ
山
墓

地
公
園
内
の
墓
所
の
使
用
許

可
を
受
け
て
い
な
い
方

 

使
用
料
・
管
理
手
数
料　
使
用

料
は
墓
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

管
理
手
数
料
は
１
㎡
当
た

り
５
１
０
円
で
、一
括
で
支
払

う
こ
と
も
可
能
で
す
。

 

申
し
込
み
方
法　
環
境
課
に
備

え
る「
墓
所
図
」で
場
所
を
確
認

し
て
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

１
人
で
２
区
画
以
上
申
し

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

広報きたかた　2018. 12　⑱☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

補
助
・
支
援

募　

集
市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情報の詳細について
は、　　へ連絡してく
ださい。

問

今月の納期

25日　固定資産税３期

25日　国民健康保険税
　　　６期

25日　介護保険税５期

ラジオ広報番組
好評放送中

土・日　正午～

FM きたかた78. 2 MHZ

ほっとチャンネル
ピックアップ



問
申

喜
多
方
市
景
観
審
議
会
委
員

冬
ま
つ
り
物
産
展

出
展
者

問
申

市
世
話
や
き
人
会
主
催

「
わ
く
わ
く
出
会
い
♡
カ
フ
ェ
」

問
申

問
申

広報きたかた　2018. 12　⑲

情報ステーション

（山都町出身・きたかた応援大使）

　
　
　

環
境
課　
環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１

 

日
時　
平
成
31
年
２
月
９
日

（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、

10
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後

４
時

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

 

募
集
数　
49
ブ
ー
ス
程
度（
飲

食
不
可
） 

 

出
展
料　
１
ブ
ー
ス
４
０
０
０

円（
面
積
２･

４×

２
ｍ
、テ
ー

ブ
ル（
１･

８×

０･

４
５
ｍ
）

１
〜
２
台
、椅
子
２
脚
）※

予
定

 

申
し
込
み
方
法　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

申
込
期
限　
12
月
14
日（
金
）

　
　
　

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
冬
ま
つ

り
実
行
委
員
会（
観
光
交
流
課
内
）

☎（
24
）５
２
９
６

 
内
容　
蒔
絵
体
験
や
ゲ
ー
ム
、

お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
食
べ
な

が
ら
、素
敵
な
出
会
い
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

 

日
時　
12
月
16
日（
日
） 

午
後

２
時
〜
４
時
30
分

 

場
所　
カ
ラ
ン
ド
リ
エ

 

対
象　　
　
　

25
歳
〜
45
歳
の

独
身
で
、市
内
に
住
所
が
あ
る

方　
　
　

25
歳
〜
40
歳
の
独

身
の
方
で
居
住
地
は
問
い
ま

せ
ん

 

定
員　
男
女
各
８
人

 

申
込
期
限　
12
月
13
日（
木
）

 

参
加
費　
１
０
０
０
円

 

申
し
込
み
方
法　
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

そ
の
他　
ス
マ
ー
ト
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９

 

内
容　
良
好
な
景
観
形
成
に
係

る
重
要
事
項
に
関
し
て
審
議

を
行
う
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

 

公
募
人
数　
４
人

 

任
期　
12
月
15
日
〜
２
０
２
０

年
12
月
14
日（
２
年
間
）

 

応
募
資
格　
喜
多
方
市
の
景
観

や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、３
つ
以
上
の
他
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
に
選
任
さ
れ
て

い
な
い
方
で
、平
日
の
日
中
の

会
議
に
参
加
で
き
る
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方

 

報
酬　
日
額
６
０
０
０
円

 

応
募
方
法　
任
意
の
様
式
に

「
喜
多
方
市
の
景
観
」に
つ
い
て

の
考
え
を
４
０
０
字
程
度
の
作

文
に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年

齢
、性
別
、電
話
番
号
、職
業
、簡

単
な
経
歴
を
記
入
の
上
、郵
送
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

 

応
募
期
限　
12
月
10
日（
月
）

 

選
考　
提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ

り
選
考
し
、結
果
は
応
募
者
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　

建
設
課　
ま
ち
づ
く
り

推
進
室

☎（
24
）５
２
４
１

男
性

女
性

放 置 自 転 車 を 撤 去 し ま す

第11回雪小法師コンテスト参加団体

　10月中旬に放置自転車と思われる自転車へ
タグ付を完了しており、12月中旬に撤去を予
定しています。
喜多方駅、 豊川駅、 山都駅の
自転車に心当たりがある方は、 
至急、確認と引き取りをお願いします。

　冬の喜多方から元気を発信！「ふるさと喜多
方蔵の市（小荒井初市）」に合わせて、雪小法師コ
ンテストを開催します。投票者には抽選会もあ
ります。

 テーマ　平成の思い出小法師
 制作日　平成31年１月10日（木）～ 12日（土）
　　　　午前９時～午後３時
　　　　※12日（土）は正午まで
 表彰式　平成31年１月12日（土）午後３時30分
 場　所　ふれあい通り特設会場
 作品展示　平成31年１月14日（月・祝）午後３時まで
 申込期限　12月25日（火）

問 生活防災課　市民生活係 ☎（24）5208

問 申 喜多方観光物産協会 ☎（24）5200



40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

介
護
保
険
制
度

問

平
成
31
年
度
市
・
県
民
税

申
告
相
談
会
場
の
変
更

問問寡
婦（
夫
）控
除
の
み
な
し
適
用

問
申家

屋
の
異
動
に
つ
い
て

問

緊
急
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ

広報きたかた　2018. 12　⑳☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

 

内
容　
喜
多
方
・
塩
川
地
区
の

全
世
帯
を
対
象
に
配
付
を
進

め
て
い
る
、Ｖ‐
Ｌ
ｏ
ｗ
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
放
送
戸
別
受
信

機「
防
災
ラ
ジ
オ
」に
つ
い
て
、

11
月
15
日
よ
り
緊
急
情
報
配

信
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、新
た
に
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た
な

ど
に
も
配
信
を
開
始
し
ま
す
。

 

メ
デ
ィ
ア　
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
、Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）、登
録

型
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム（
あ

い
べ
あ
）

　
　

情
報
政
策
課　
情
報
統
計
係

☎（
24
）５
２
１
０

 

内
容　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は

「
第
２
号
被
保
険
者
」と
な
り
、

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
病
気

が
原
因
で
介
護
や
支
援
の
認
定

を
受
け
た
場
合
、介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
介
護
保
険
料
は
、加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
料
の
一

部
と
し
て
一
体
的
に
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
福
祉
課　
介
護
保
険

係☎（
24
）５
２
３
１

 
内
容　
平
成
31
年
度
市
民
税
・

県
民
税
お
よ
び
平
成
30
年
分

所
得
税
の
申
告
相
談
会
場
が
、

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
。

 

変
更
前　
厚
生
会
館

 

変
更
後　
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁

舎
ホ
ー
ル
棟
１
階
）

　
　

税
務
課　
市
民
税
班

☎（
24
）５
２
１
７

 

内
容　
税
法
上
の
寡
婦（
夫
）控

除
が
適
用
さ
れ
な
い
婚
姻
歴

の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
の
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
、寡
婦

（
夫
）控
除
の
み
な
し
適
用
を

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、寡
婦（
夫
）控
除
の
み

な
し
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

対
象
と
な
る
事
業　
保
育
所
等

保
育
料
、自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
事
業
、高
等
技
能
訓
練

促
進
費
等
給
付
金
事
業

 
申
請
方
法　
申
請
用
紙
に
戸
籍

謄
本
な
ど
の
必
要
書
類
を
添

付
の
上
、窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
家
屋
を
新
増
築
し
た
場

合
、そ
の
部
分
の
固
定
資
産
税

が
新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。そ

の
税
額
を
決
定
す
る
た
め
に

家
屋
評
価
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、完
成
後
は
早
め

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は「
家
屋
取
壊
届
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
他
、

登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
・
贈
与
・
相
続
し
た
場

合
は「
納
税
義
務
者
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎（
24
）５
２
１
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

　
　
　
　
（https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/content/00036

2925.pdf

）

注意喚起情報！架空請求にご注意ください
　「『消費料金に関する訴訟最終告知』と記載さ
れたハガキが届いた」、「『有料動画の未納料金が
発生しています』と書かれたメールが届いた」な
どの相談が寄せられています。
　これは、不特定多数の方を対象に送られる「架
空請求」の恐れがあります。身に覚えのない請求
が届いた場合、次の対応を心がけてください。
①無視する
②記載された電話番号に連絡しない
③市消費生活センターに相談する
※ハガキやメールに記載さ
れた電話番号にかけると、
個人情報を知らせること
になり、その情報をもとに
さらに不当な請求をされる
可能性があります。

問 市消費生活センター ☎（24）5353



問
申 行

政
書
士
無
料
相
談
会

司
法
書
士
無
料
相
談
会

問
申

問

第
70
回
人
権
週
間

問問
年
末
年
始
の
ご
み
処
理

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

広報きたかた　2018. 12　㉑

情報ステーション

 

内
容　
福
島
県
行
政
書
士
会
会

津
支
部
が
相
続
、遺
言
、成
年

後
見
や
許
認
可
、法
人
設
立
、

離
婚
問
題
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

 

日
時　
12
月
18
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
６
人
程
度

※

予
約
は
電
話
、ま
た
は
生
活

防
災
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生

活
係

☎（
24
）５
２
０
８

 

内
容　
不
動
産
・
会
社
の
登
記
、

相
続
や
遺
言
、債
務
整
理
、消

費
者
問
題
、家
庭
裁
判
所
へ
の

申
し
立
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

 
日
時　
12
月
18
日（
火
） 

午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
４
人
程
度

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。予

約
は
、生
活
防
災
課
窓
口
に
電

話
、ま
た
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生

活
係

☎（
24
）５
２
０
８

 

内
容　
12
月
４
日（
火
）か
ら
10

日（
月
）を「
第
70
回
人
権
週

間
」と
し
、積
極
的
な
啓
発
活
動

と
相
談
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、12
月
４
日（
火
）正
午

か
ら
10
日（
月
）正
午
ま
で
喜

多
方
プ
ラ
ザ
の
ロ
ビ
ー
で
、人

権
擁
護
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　

福
島
地
方
法
務
局

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

 

内
容　
年
末
年
始
の
清
掃
業
務

は
、次
の
日
程
と
な
り
ま
す
。

 

家
庭
ご
み
収
集　
12
月
30
日

（
日
）か
ら
平
成
31
年
１
月
３

日（
木
）は
、収
集
を
休
み
ま

す
。

 

自
己
搬
入　
環
境
セ
ン
タ
ー
山

都
工
場
は
12
月
29
日（
土
）正

午
ま
で
受
け
入
れ
ま
す
。来
年

は
１
月
４
日（
金
）か
ら
受
け

入
れ
ま
す
。

　
　

環
境
課　
環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
原
則
60
歳
以
上
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

 

日
時　
12
月
14
日（
金
）、平
成

31
年
１
月
11
日（
金
） 

午
後
１

時
30
分
〜

 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
２
階
会
議
室

　
　
（
公
社
）喜
多
方
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
23
）１
３
１
３

みんなの人権110番
☎0570（003）110

子どもの人権110番
☎0120（007）110

女性の人権ホットライン
☎0570（070）810

　11月５日、農業委員会（京野 貞夫 会長）は、市
長に対し、農地等利用最適化推進施策の改善に関
する意見書を提出しました。
　これは、農業委員会の活動を通じて得られた知
識や経験をもとに農業施策に関する意見や要望
として取りまとめ、農業委員会等に関する法律に
基づき提出されたもので、担い手への農地利用集
積や、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促
進など農地利用の最適化推進に向けた提言がな
されました。

問 農業委員会事務局 ☎（24）5255

農業委員会が農業施策に関する意見書を提出



国
民
年
金
基
金
制
度

問

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

問

「
伝
え
る
コ
ツ
」セ
ミ
ナ
ー

心
の
健
康
相
談

お
知
ら
せ

 

内
容　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
携
わ
る
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

向
上
を
目
指
し
、講
義
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

 

日
時　
12
月
８
日（
土
） 
午
後

１
時
〜
５
時

 

場
所　
厚
生
会
館 

第
３
研
修
室

 

講
師　
古
賀 

桃
子 

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ふ
く
お
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
代
表
）、尾
崎 

敬
久 

氏（
㈱
電

通
中
部
支
社
ク
リ
エ
ー
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
）

 

定
員  

30
人

 

参
加
費  

５
０
０
円

　
　
　

喜
多
方
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
22
）０
６
０
３

 

内
容　
精
神
的
な
悩
み
で
お
困

り
の
方
、ま
た
そ
の
家
族
の
方

の
相
談
に
、精
神
科
医
師
や
保

健
師
が
応
じ
ま
す
。

※

費
用
は
無
料
で
す
が
、電
話

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

 

日
時  

12
月
18
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所  

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

 
内
容　
国
民
年
金
基
金
は
、自

営
業
の
方
や
そ
の
家
族
、自
由

業
、学
生
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。加
入
で
き
る
方
は
、国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
お
よ
び

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る

方
で
す
。

　

掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
と
な
り
、所
得
税
と
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。受
け

取
る
年
金
も
公
的
年
金
な
ど

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま

す
。

　

加
入
は
任
意
で
、ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
て
年
金
額
や

受
取
期
間
を
設
計
で
き
ま
す
。

ま
た
、早
期
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
、一
部
の
年
金
タ
イ
プ
を

除
き
、家
族
に
遺
族
一
時
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０（
65
）４
１
９
２

 

日
時　
12
月
13
日（
木
）、平
成

31
年
１
月
10
日（
木
） 
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

 

場
所　
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

 

相
談
時
間　
１
人
30
分
程
度

※

事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の

み
利
用
で
き
ま
す
。

　

必
ず
相
談
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
に
連
絡
く
だ

さ
い
。予
定
人
数
と
な
り
次
第

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）６
９
５
３

 

受
付
時
間　
月
曜
日（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
） 

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日   

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

広報きたかた　2018. 12　㉒☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問
申

問
申

年　

金

問
申電

話
で
の
年
金
相
談

「３０・１０運動」
食べ残しを減らそう！
さんまる いちまる

ありがとうございます
ふるさと納税（寄附）への協力
　平成30年度の寄附状況は10月末
現在で、681人の方から938万1000円
お寄せいただきました。
　ご協力ありがとうございます。

問 申 企画調整課  企画調整班 ☎（24）5209

　忘年会やパーティーが多くなるシーズンです。
　食べ残しを減らすために、「食べ切り作戦・
30・10運動」を実践しましょう。

・参加者の好みや食べ切れる量をチェックし
て、お店やメニュー選びに活用しましょう。
・食べ切れる量のメニュー、コースを選びま
しょう。

①幹事さんから「おいしく残さず食べ切ろう」
と声かけをしましょう。
②乾杯後の30分間は、なるべく席を立たず出
来たての料理をじっくり味わいましょう。
③苦手な料理は、みんなで分け合いましょう。
④終了10分前に、幹事さんから「自席に戻り、
お料理を食べ切ろう」と声かけをしましょう。
⑤終了前の10分間は、自席に戻って残ってい
る料理を食べ切りましょう。

・それでも残ってしまっ
た料理は、お店に確認し
て持ち帰りましょう。

作戦１（宴会前）

作戦２（宴会時）

作戦３（宴会終了後）

問 環境課  環境推進係
☎（24）5261



日中線記念自転車歩行者道のＳＬの有効活用

高齢者が楽しく暮らせる囲碁を通じたまちづくり
〈市民〉　喜多方市民囲碁大会は、かつては中央公民館が市の事業として開催していたと聞いています。現在は、
市民囲碁大会といっても、日本棋院に所属していないと大会自体を知ることができません。一般の方でも囲碁
の大会に参加したい方はいると思うので、市民への周知活動などの協力をお願いしたいと思います。

〈市長〉　日本棋院の支部という団体で、社会教育関係団体として認定していますし、誰でも参加できる公益性
のある事業だと思います。後援申請を出していただければ、周知への協力をすることは可能です。ぜひ、支部の
中で話をしてみてください。

〈市民〉　しだれ桜並木にはたくさんの観光客が入って、大変有名な観光地になりました。その商業高校跡地の
そばにＳＬが展示されていますが、野晒しになっていますので、傷みが大きくなります。景観上の問題で屋根
を付けることは難しいと思いますので、熱塩駅に移設してはどうでしょうか。観光客も増えると思います。し
だれ桜を熱塩駅まで延ばすという計画もあるそうなので、検討してほしいと思います。

〈市長〉　おっしゃるとおり、現在の場所で屋根を付けた場合は景観が問題になります。一方、熱塩駅に展示する
というのもいい考えだと思います。ＮＰＯ法人がしだれ桜並木を熱塩駅まで延長しようと取り組んでいます
ので、今後のＳＬの在り方も検討したいと思います。

問 企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206

喜多方の未来ビジョン、経営的観点からの人・モノ・共同体

岩月夢想館（旧岩月中学校）の利活用方策

飯沼貞吉や伊能忠敬などと喜多方の関わりを生かした地域振興

〈市民〉　旧岩月中学校は、木造校舎の貴重なもので、宿泊施設などに利活用してほしいと思います。利用のため
には修繕が必要ですが、岩月町は山村振興地域の補助金やＰＦＩ事業として民間資金の活用が考えられます。
グリーンツーリズムや農協などと連携して付加価値のある取り組みを面的に行えば、魅力的な拠点になると
思います。

〈市長〉　いまだ多くの方が利用していますが、おっしゃるようにその修繕が課題です。全国には注目されてい
る木造校舎がありますし、文化や芸術などと組み合わせるなど、さまざまな活用方法を踏まえて今後の在り方
を検討していきます。

〈市民〉　長期人口ビジョンと総合戦略で、将来をしっかり分析されていますが、人口減少のスピードを抑えるこ
とはできるけれども、あと何十年持つのかという感想です。やはり、国全体の人口を増やすことが重要です。経
営的視点を持って、そこにある資源を活用して起業するような人を育てていくことが必要だろうと思います。

〈市長〉　地方の衰退は日本全体の衰退につながります。未来を担う子どもたちが将来子どもを産んで、育てる
という流れをつくらなければなりません。そのために、医療、福祉、介護、教育、働く場など総合的に取り組んで
行きたいと思っています。

〈市民〉　平石辨蔵の「会津戊辰戦争」に書かれているのですが、白虎隊でただ１人一命を取り留めた飯沼貞吉は
塩川に連れてこられて、今の東邦銀行がある近江屋という宿で介抱されたとあります。また、伊能忠敬や新島八
重などの足跡もありますので、そういった碑を建てるなど、歴史を地域振興に役立ててもらいたいと思います。

〈市長〉　参考になるお話、ありがとうございます。行政でやるのはなかなか難しいので、歴史家の皆さんが何か
の機会に集まってもらって、振興につながる話し合いができればいいですね。

広報きたかた　2018. 12　㉓
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小
学
５
・
６
年
生
の
部

（
習
字
・
毛
筆
）

中
年
生
の
部（
作
文
）

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。 広報きたかた　2018. 12　㉔

　

市
内
の
小
中
学
校
か
ら
、小
学
校

１
・
２
年
生
の
部（
習
字
・
硬
筆
）

５
２
１
点
、小
学
校
３
・
４
年
生（
習

字
・
毛
筆
）１
７
０
点
、小
学
校
５
・

６
年
生
の
部（
習
字
・
毛
筆
）１
８

３
点
、中
学
生
の
部
１
４
４
点
の
応

募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、16
人
の

入
賞
者
を
決
定
し
、10
月
５
日
に
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者（
敬
称
略
）

 

最
優
秀
賞　
戸
田　
絢
乃（
姥
堂
小
２

年
）

 

優
秀
賞　
渡
部　
心
晴（
熊
倉
小
２

年
）、山
口　
日
華
里（
塩
川
小
２
年
）、

福
田　
芽
生（
塩
川
小
１
年
）

 

最
優
秀
賞　
十
二
村　
南
斗（
豊
川
小

３
年
） 

 

優
秀
賞　
鵜
川　
琉
星（
松
山
小
４

年
）、笠
原　
萌
香（
第
二
小
３
年
）、

山
口　
詩
乃（
塩
川
小
３
年
）

 

最
優
秀
賞　
園
部　
あ
お
い（
加
納
小

５
年
）

 

優
秀
賞　
大
塚　
柚
佳（
上
三
宮
小
６

年
）、山
口　
心（
松
山
小
６
年
）、

吉
田　
響（
第
二
小
５
年
）

 

最
優
秀
賞　
高
橋　
絵
未（
会
北
中
３

年
）

 

優
秀
賞　
小
林　
千
夏 （
会
北
中
３

年
）、関
本　
悠
太
郎 （
塩
川
中
３
年
）、

大
塚　
桃
佳（
第
二
中
２
年
）

　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

本市で初めてとなる優良建設工事表彰式が行われました
　優良建設工事は、前年度に竣工した工事のうち、特に
出来栄え、品質が優れているものを対象に審査を経て、
決定されます。計６件の工事が選定され、10月25日の
表彰式で、市長から工事を施工した６社と工事に従事
された技術者の方々に、表彰状および記念の盾が贈ら
れました。

第一中学校体育館改築建築主体工事　　　　樫内建設工業　株式会社　　　　（佐藤　良一さん）
新山都総合支所庁舎建設電気設備工事　　　星電気工事　株式会社　　　　　（小荒井　毅さん）
西部地区管渠布設（その２）工事　　　　　　鈴木建設　株式会社　　　　　　（鈴木　伸幸さん）
入田付地内（その２）送配水管布設工事　　　株式会社　大塚工業　　　　　　（鈴木　寿宏さん）
第一中学校体育館改築機械設備工事　　　　有限会社　大実水道設備工業　　（須田　博之さん）
飯豊山避難小屋公衆便所等改修工事　　　　大建工業　有限会社　　　　　　（遠藤　広大さん）

表彰工事および請負業者名（従事技術者氏名）

小
学
１
・
２
年
生
の
部

（
習
字
・
硬
筆
）

小
学
３
・
４
年
生
の
部

（
習
字
・
毛
筆
）

※

中
学
生
の
部（
作
文
）に
つ
い

て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す

　

小
学
１
・
２
年
生
の
部　
最
優

秀
作
品

　

小
学
３
・
４
年
生
の
部　
最
優

秀
作
品

　

小
学
５
・
６
年
生
の
部　
最
優

秀
作
品



　降雪に備え交通の確保と市民生活の安定を図り、除雪作業の万全を期すため、市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。

　市内各所に除雪車（歩道除雪車を含む）を配置し、降雪に備える体制を確立します。
　効率的な除雪作業を行うため、次の点にご協力をお願いします。

安全 で　効率的 な　除雪 作業にご協力をお願いします安全 で　効率的 な　除雪 作業にご協力をお願いします

○除雪の要請は必ず行政区長さんを通じて連絡してください。
　　個人からの除雪の要請には応じることはできません。
○路上駐車は絶対にしないでください。
　　路上駐車は大変危険なばかりか、除雪作業に支障を来すため絶対にし
　ないでください。
○危険な箇所などには目印を設置してください。
　　毎年 「除雪作業によって門・塀などが破損した」 という報告が寄せら
　れます。被害が予想される箇所、危険な箇所などには、あらかじめ目印を設置するなど各自で予防策
　を講じてください。
○屋根からの雪・宅内の雪に責任を持ち対応してください。
　　屋根からの雪（なだれ）が道路に落ちた場合は建物所有者が片付けてください。なだれ止めや 「なだ
　れ危険」 の注意喚起の看板を設置するなど歩行者に被害がないようにしてください。
　　また、せっかく除雪した道路に宅内の雪を捨てることは大変危険なばかりか、除雪作業の効率低下
　につながりますので、絶対にしないでください。
○消雪施設のある道路ではモラルのある運転を心がけください。
　　消雪散水中の道路を自動車で通行する際は、歩行者（特に通勤・通学時間帯）に水がかからないよ
　うスピードを落とし、モラルのある運転を心がけてください。
○除雪機械運行管理システムを導入しています。
　　システムの導入により、除雪車両の運行位置情報をタイムリーに把握し、行政区長さんからの問い
　合わせへの迅速な対応や除雪作業の効率化を図っています。
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除雪・消雪に関する問い合わせは
建 設 課 管 理 係
熱塩加納総合支所建設課
塩 川 総 合 支 所 建 設 課
山 都 総 合 支 所 建 設 課
高 郷 総 合 支 所 建 設 課
喜多方建設事務所（国県道）

☎（24）5245
☎（36）2114
☎（27）2113
☎（38）3851
☎（44）2115
☎（24）5720

被害・災害に関する問い合わせは
市 民 部 生 活 防 災 課

熱塩加納総合支所住民課

塩 川 総 合 支 所 住 民 課

山 都 総 合 支 所 住 民 課

高 郷 総 合 支 所 住 民 課

☎（24）5221

☎（36）2111

☎（27）2111  

☎（38）3811

☎（44）2111

除雪作業は１５センチ以上の積雪で出動します

　次の箇所を雪捨場として予定しています。
○濁川流域の河川敷（３箇所）　①下三宮橋上流東側※　②新町橋下流西側　③新宮橋下流西側
　※下三宮橋上流東側の雪捨場は、上三宮小学校の通学路となっていますので、児童の登下校の時間帯
　　【平日：午前７時～８時３０分、午後３時～５時】 には安全確保のため絶対に雪捨てをしないでく
　　ださい。
○一ノ戸川流域の河川敷（１箇所）　太田橋上流東側　

雪捨ては指定された場所へ運搬してください

　継続的に雪が降り続き、災害が発生する恐れがある場合、生活防災課または各総合支所住民課へ連絡し
てください。

雪による被害・災害関係について
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平
成
30
年
８
月
17
日
、小
田
付
地
区
が

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
以

下
、重
伝
建
地
区
）」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
は
、下
郷
町
大
内
宿
と
南
会
津
町

前
沢
に
続
い
て
３
地
区
目
で
、全
国
で
は
、

１
１
８
地
区
目
の
選
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50（
１
９
７
５
）年
、文
化
財
保
護

法
の
改
正
に
よ
っ
て
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、城
下
町
、宿
場
町
、門
前
町
な
ど

全
国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落
・
町
並

み
の
保
存
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
以
下
、伝

建
地
区
）は
、地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え

る
町
並
み
を
保
存
す
る
た
め
、市
町
村
が

決
定
し
、地
区
住
民
と
協
力
し
て
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

重
伝
建
地
区
は
、市
町
村
か
ら
の
申
し

出
の
あ
っ
た
伝
建
地
区
の
中
か
ら
、国
が

「
我
が
国
に
と
っ
て
特
に
価
値
が
高
い
」と

判
断
し
、選
定
す
る
も
の
で
す
。

　

小
田
付
地
区
は
、天
正
10（
１
５
８
２
）

年
に
、蘆
名
氏
重
臣
の
佐
瀬
種
常
が
町
割

り
を
行
い
、近
村
か
ら
定
期
市
を
移
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後
、酒
造
や
味

噌
・
醤
油
な
ど
の
醸
造
業
が
盛
ん
に
な
り
、

常
設
の
店
が
増
え
る
と
、次
第
に
定
期
市

は
衰
退
し
て
い
き
、周
辺
農
村
の
商
い
の

場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

明
治
元（
１
８
６
８
）年
の
戊
辰
戦
争
で

は
地
区
の
大
部
分
が
焼
失
し
、大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、そ
れ
ま
で
の
地
割

を
引
き
継
い
で
復
興
し
ま
し
た
。

小
田
付
地
区
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

　
　
　

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

小
田
付
地
区
の
歴
史

あ
し  

な

ち   

わ
り

▲ 昭和初期の小田付地区の町並み（南町）

小田付重伝建地区選定までの流れ

昭和54 年度
(1979 )

・小田付地区の一部を含む伝統的建造物群
　保存調査実施
・「喜多方の町並（商家）：伝統的建造物群
　保存調査報告書」作成

平成15 年度
(2003 )

・住民が中心となり町並みの保存、再活用
を通して小田付の町を活性化させること
を目的に「会津北方小田付郷町衆会」を
結成

平成25 年度
(2013 )

・小田付地区行政区長（南町、東四ッ谷、
西四ツ谷）、会津北方小田付郷町衆会が、
市長へ伝統的建造物群保存地区選定の要
望書を提出

・小田付のまちづくりに関する検討や提案
　をするための連絡協議会として「小田付
　まちづくり協議会」が発足

平成26 年度
(2014 )

・東京芸術大学による小田付地区まちなみ
調査(保存対策予備調査)実施

平成27 年度
(2015 )

・小田付地区保存対策調査実施 
・「喜多方市小田付：伝統的建造物群保存
　対策調査報告書」作成

平成28 年度
(2016 )

・喜多方市伝統的建造物群保存地区保存条
　例公布

平成29 年度
(2017 )

・喜多方市伝統的建造物群保存地区保存審
　議会発足
・平成30年３月30日、喜多方市小田付伝統
　的建造物群保存地区決定及び保存計画告
　示。同日、市から国へ重要伝統的建造物
　群保存地区の選定申出

平成30 年度
(2018 )

・平成 30 年８月 17 日、重要伝統的建造物
群保存地区選定(約 15.5ヘクタール)
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小
田
付
地
区
は「
伝
統
的
建
造
物
群
及

び
地
割
が
よ
く
旧
態
を
保
持
し
て
い
る
も

の
」と
し
て
、重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。南
北
に
延
び
る「
お
た
づ
き
蔵
通

り
」の
両
側
に
短
冊
状
に
敷
地
が
並
び
、そ

の
通
り
を
挟
ん
だ
両
側
に「
中
堀
」と
呼
ば

れ
る
水
路
が
南
北
に
流
れ
る
現
在
の
姿

は
、明
治
４（
１
８
７
１
）年
頃
に
小
田
付

地
区
の
土
地
利
用
の
様
子
を
詳
細
に
記
録

し
た「
岩
代
国
耶
麻
郡
小
田
付
村
絵
図
」と

比
べ
て
み
て
も
、基
本
的
な
町
割
り
は
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、用
途
や
規
模
、時
代
の
異
な
る
多

様
な
土
蔵
造
な
ど
の
建
物
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

重
伝
建
地
区
と
な
っ
た
小
田
付
地
区
で

は
、今
後
、伝
統
的
な
景
観
を
維
持
し
な
が

ら
、時
代
に
合
わ
せ
た
生
活
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

市
で
は
、建
物
の
修
理
・
修
繕
事
業
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、街
路
の
無
電
柱
化

や
美
装
化
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な

町
並
み
の
保
存
と
地
域
の
人
々
が
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
町
を
両
立
さ
せ
、未
来
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

  

文
化
課  
文
化
振
興
班

☎（
24
）５
３
２
３

問

小
田
付
重
伝
建
地
区
の
特
徴

小
田
付
地
区
の
こ
れ
か
ら

な
か
ぼ
り

い
わ
し
ろ
の
く
に 

や　

ま   

ぐ
ん   

お　

 

だ  

づ
き 

む
ら  

え　

ず

▲ 現在の小田付地区の町並み（南町）

▲
 「

岩
代
国
耶
麻
郡
小
田
付
村
絵
図（
部
分
）」（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

▲
 

現
在
の
小
田
付
地
区
の
町
割
り
の
様
子（
太
枠
内
が
重
伝
建
地
区
）

　

市
で
は
、昭
和
54
年
に
小
田
付
を
伝

建
地
区
に
す
る
た
め
の
動
き
が
あ
り

ま
し
た
が
、選
定
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
の
後
、人
口
減
少
や
蔵
の

維
持
管
理
問
題
の
た
め
、建
物
や
商
店

が
減
り
、町
の
雰
囲
気
も
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、こ
の
小
田
付
の
景
観
を

残
し
、に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、平
成
15
年
に「
会
津

北
方
小
田
付
郷
町
衆
会
」を
立
ち
上

げ
、再
び
伝
建
地
区
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、住
民
が
主
体
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
た
結
果
、「
重
伝

建
地
区
」に
選
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、す
ぐ
に
町
が
変
わ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。５
年
、10
年
と
時

間
を
か
け
、か
つ
て
の
よ
う
に
、さ
ま

ざ
ま
な
店
が
並
び
、地
元
の
人
た
ち
が

集
ま
る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、小
田
付
が
重
伝
建
地
区
と

な
っ
た
こ
と
で
、市
全
体
に
に
ぎ
わ
い

が
波
及
し
て
い
け
ば
良
い
で
す
ね
。

景
観
を
残
し
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

会津北方小田付郷町衆会
会長　伊関　聡さん

あいづきたかたおたづきごうまちしゅうかい
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議
会
や
市
政
の
し
く
み
を
学
習

　

　

子
ど
も
議
会
は
、市
内
の
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
社
会
科
学
習
の
一
環
と

し
て
、議
会
や
政
治
の
仕
組
み
を
体
験
学

習
し
、市
の
施
策
や
郷
土
に
強
い
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

10
月
１
日
、市
議
会
議
場
に
市
内
全
小
・

中
学
校
か
ら
各
学
校
代
表
の
24
人
が
出
席

し
、議
長
に
塚
野  

翼
さ
ん（
第
一
中
）、副

議
長
に
穴
澤  

岳
樹
さ
ん（
第
二
小
）が
選

出
さ
れ
、代
表
12
人
の
質
問
に
市
長
、教
育

長
を
は
じ
め
、各
部
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

学
校
教
育
課
☎（
24
）５
３
１
４

　

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
河
川
地
域
住
民
の
速
や
か
な
避
難
の

方
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

災
害
の
発
生
に
備
え
て
、「
喜
多
方

市
地
域
防
災
計
画
」を
作
っ
て
、「
誰
が
、い

つ
、ど
こ
で
、何
を
す
る
か
」を
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
い
ま
す
。河
川
が
氾
濫
し
た
と

き
の
被
害
を
予
測
し
て
、被
害
の
範
囲
や

避
難
所
な
ど
を
示
し
た「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
、河
川
近
く
の
家
庭
に
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、速
や
か
な
避
難
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

快
適
な
環
境
で
学
習
で
き
る
エ
ア
コ
ン

設
備
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

古
く
な
っ
た
校
舎
全
体
の
大
規
模

改
修
を
計
画
す
る
と
き
に
エ
ア
コ
ン
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
す
る
方
針
と
し
て
い
ま

す
が
、猛
暑
が
続
く
近
年
の
気
象
状
況
や

校
舎
内
気
温
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
実
態

を
踏
ま
え
る
と
、緊
急
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、来
年
度
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
方
向
で
、現
在
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

今
後
の
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い
学
習
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、よ
り
望
ま
し
い
学
校
の
規
模
と
そ

れ
に
伴
う
学
校
の
適
正
な
配
置
に
つ
い

て
、保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。今
後
は
、平

成
29
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
、今
年

度
の
意
見
交
換
会
で
の
意
見
を
参
考
に
検

討
を
行
い
、来
年
度
に
は
具
体
的
な
計
画

を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
全
な
登
下
校
の
た
め
に
道
路
整
備
や

運
転
者
へ
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

答
弁　

車
の
交
通
量
や
歩
行
者
の
利
用
状

況
に
よ
り
、道
路
の
路
側
帯
の
幅
や
歩
道

の
必
要
性
を
検
討
し
、整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。安
全
に
登
下
校
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
に
は
、一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
だ
け
で
な
く
、運
転
者
も
歩
行
者
も

周
り
の
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
で

す
の
で
、今
後
も
交
通
安
全
の
呼
び
か
け

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
喜
多
方
市

議　長
塚野  翼さん
（第一中）

副議長
穴澤  岳樹さん
（第二小）

通学路の
安全について

６番議員
唐橋 承太郎さん
（関柴小）

学校の適正
規模・適正
配置について

５番議員
渡部  美嘉さん
（第三小）

よりよい学習の
できる環境の
設定について

３番議員
花見 和香奈さん
（松山小）

川の氾濫に
ついて

１番議員
大西  拓己さん
（第一小）

問

子
ど
も
議
会
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子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、み
ん
な

が
楽
し
く
遊
べ
る
公
園
が
ほ
し
い
の
で
す

が
、今
後
、作
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁　

既
に
あ
る
公
園
の
再
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。特
に
平
成
29
年
度
か
ら
４
年

計
画
で
御
殿
場
公
園
の
整
備
を
行
い
、大

型
遊
具
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま

た
、天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
を
造

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
送
迎
の
タ
ク
シ
ー
を
増
便

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

児
童
ク
ラ
ブ
の
現
在
の
状
況
や
平

成
31
年
度
の
利
用
人
数
を
考
え
、今
後
、市

役
所
の
担
当
課
、熱
塩
小
学
校
、加
納
小
学

校
、タ
ク
シ
ー
会
社
で
話
し
合
い
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
、少
し
で
も
待

ち
時
間
を
短
く
で
き
る
よ
う
、送
迎
方
法

や
タ
ク
シ
ー
乗
車
前
の
待
ち
方
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
、時
間
を
有
効
に
使
え
る
対

応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
対
策
と
し
て
、雪
や
雨
の
日
で

も
体
を
動
か
し
て
運
動
不
足
解
消
が
で
き

る
施
設
を
造
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
と
し
て
、多

く
の
市
民
が
運
動
に
親
し
め
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。現
在
あ
る

各
運
動
施
設
を
活
用
し
て
、運
動
不
足
を

解
消
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。な
お
、天

候
に
左
右
さ
れ
ず
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
屋

内
子
ど
も
遊
び
場
を
造
る
こ
と
に
つ
い

て
、現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
市

に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

答
弁　

例
え
ば
、除
雪
を
す
る
、ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
自
宅
に
伺
う
、介
護
施
設
で
支
援

を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、介
護
や
高
齢

者
の
相
談
窓
口
と
な
る「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」や「
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

所
」な
ど
を
通
し
て
、必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
を
代
表
す
る
し
だ
れ
桜
並
木
道
を
さ

ら
に
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
向
け
、住
宅
地

か
ら
離
れ
て
い
る
場
所
で
の
設
置
や
駐
車

場
の
確
保
、お
よ
び
周
り
に
迷
惑
と
な
ら

な
い
時
間
帯
な
ど
を
含
め
、実
施
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
な
が
ら
、喜
多

方
の
誇
り
で
あ
る
し
だ
れ
桜
を
末
永
く
未

来
に
残
す
た
め
、今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

快
適
で
安
心
・
安
全
な
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、校
舎
の
大
規
模
な
工
事
も

含
め
た
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁　

今
年
度
は
、特
に
外
壁
の
傷
み
が

ひ
ど
い
第
三
中
学
校
を
含
む
４
校
に
つ
い

て
、そ
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

を
行
い
ま
す
。本
市
で
は
、児
童
生
徒
数
が

減
少
し
て
い
る
中
、よ
り
良
い
学
習
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
中

で
、老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の
計
画
的
な

大
規
模
改
修
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
、観
光
地
で
あ
る
喜
多
方
の
魅
力

を
発
信
す
る
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
広
く
情
報
発
信
を
行
い
、首
都
圏
各
地

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
に
出
向

き
、多
く
の
方
に
体
験
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
ほ
か
、四
季
折
々
の
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、本
市

な
ら
で
は
の
地
域
資
源
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

人
口
を
増
や
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
施
策

が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

学
校
卒
業
後
に
市
内
に
住
み
、就

職
す
る
方
を
対
象
に
、奨
学
金
を
返
す
と

き
、家
を
建
て
る
と
き
、新
し
く
農
業
を
始

め
る
と
き
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、工
業
団
地
を
造
る
な
ど
働
く
場
所

を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、将
来
を
担
う
皆
さ
ん
が
、

自
信
と
誇
り
を
持
ち「
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
、住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
喜
多
方

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

市民が集う
公園に
ついて

８番議員
坂内　涼さん
（豊川小）

スポーツ施設
の充実に
ついて

13番議員
佐藤 里緒菜さん
（塩川小）

しだれ桜並木道
のライトアップ
について

19番議員
大金 瑚々那さん
（第二中）

観光地として
の魅力の発信
について

21番議員
長瀬谷はるひさん
（会北中）

下校時刻
タクシー増便
について

11番議員
山本  侑季さん
（加納小）

障がい者や高齢者
が住みやすい取り
組みについて

17番議員
渡部 優次郎さん
（高郷小）

校舎設備に
ついて

20番議員
渡部　駿さん
（第三中）

人口について

22番議員
関本 悠太郎さん
（塩川中）



広報きたかた　2018. 12　㉚☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

各種相談日　　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みご
とや困りごとなど気軽に相談してください。

日 時 場 所 相 談 員 予 約 先

12月 13日（木）
午前９時～11時30分

　　 14日（金）
午後１時～４時

　　 14日（金）
午前９時～11時

小原　良一 
行政相談委員  

生活防災課 
☎（24）5208

本庁舎１階
相談室

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

坂内　常幸 
行政相談委員  

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

12月 21日（金）
午前9時30分
　　～午後３時30分

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

權瓶　真弓
若林　理香 
消費生活相談員

消費生活センター
☎（24）5353

山田　雄三
弁護士  

毎月6日以降の情報を掲載しています。1日～5日までは先月号をご覧ください。 

納 税 相 談　　　　　　　　開庁時間内（午前８時30分～午後５時15分）の納
税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。

日 時 場 所 問い合わせ先
12月25日（火）・28日（金）
午後５時15分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課　税制収納班
☎（24）5219

穴澤　松雄
行政相談委員  

高郷総合支所住民課
☎（44）2111高郷公民館研修室

教育相談・就学相談　　　　　　　　　　　　　学校や家庭のこと、いじめや不登校、非行
などで悩んでいるあなた、そして保護者の方、一人で悩まずに相談しまし
ょう。秘密は守られますので、安心して相談してください。

日 時 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　　～午後５時

学校教育課　☎（24）5314
スクールカウンセラーへの相談は事前の予約が必要です。
詳しくは、各学校へ問い合わせてください。

子ども・子育て総合相談　　　　　　　　　　　　　　　妊娠時期から 
出産、子育てについての不安や児童の障がいな
どの相談を、窓口や電話、メールで受け付けて
います。 相談内容などの秘密は厳守します。

日 時 場 所 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　～午後５時15分

本庁舎１階
こども課

こども課　子育て支援班
☎（24）5229または各総合支所住民課　市民
サービス班

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

休日の当番医（初期救急）

休 日 病院・医院名

12月  ９日（日）

16日（日）

23日（日）

24日（月・祝）

ゆうゆうクリニック
（西四ツ谷）

☎（22）2111

渡辺小児科医院
（幸町）

☎（22）3133

あきもと整形外科クリニック
（菅原町）

☎（21）1515

いとう眼科
（西四ツ谷）

☎（22）5900

休 日 病院・医院名

12月  ９日（日）

16日（日）

23日（日）

24日（月・祝）

30日（日）

31日（月）

1月  1日（火・祝）

２日（水）

３日（木）

有隣病院（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

有隣病院（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

有隣病院（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

休日の当番医（２次救急）

街頭献血にご協力を

月　日 献血時間 場　　所

12月 21日（金） 喜多方プラザ午前9時～
午後0時30分

健 康 相 談　　　　　　　　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動 ・育児
などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利用して
ください。 相談を希望される方は、事前の電話予約をお願いします。

日 時 場 所 予 約 先
12月 ６日（木）
受付時間
午前9時30分～10時

保健センター
保健課　健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課　市民
サービス班



　これからのまちづくりや子どもたちの未来、市民生活など「わくわくする喜
多方」の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者　市民の皆さんなら、どなたでも対話できます。
　※申し込みの際にお話ししたい内容（例：｢○○○なまちづくり｣など）、住所、
　　氏名、年齢、職業などをお知らせください。
◆対話時間　1人（組）25分以内

喜多方市美術館  information

問 市美術館☎（23）0404

日　時 場　所 申込期限・申し込み先
１月８日（火）
　　　塩川総合支所 住民課☎（27）2111問 申

塩川
総合支所

 １月 22日（火） １月 22日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分

図書館だより

　○火～金…………午前９時30分～午後７時
　○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日…………12月10日（月）、17日（月）、25日（火）、
　　　　　　　　28日（金）～ 平成31年１月３日（木）
　　　市立図書館 ☎（22）1855問 申

◆開館時間

☆ブックスタート12月の開催日☆

☆おはなし会・各種講座☆
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館蔵展

館蔵展展示解説
猪巻 明 〈罌粟（けし）〉
1979年 紙本著色

■おはなしドライブ　 　　　　　　　　
　12月９日（日）午前11時～ 11時30分
■ちっちゃなおはなしかい
　12月20日（木）午前11時～ 11時20分
■ユニットおりがみ教室　材料費：100円
　12月22日（土）午前10時～ 11時30分
■おはなしカーニバル
　12月23日（日）午前11時～ 正午
■本の福袋
　平成31年１月４日（金）午前９時30分～
　無くなり次第終了します。

●12月15日（土）午前10時～ 10時30分
●12月20日（木）午前10時15分～ 10時45分
●12月23日（日）午後１時30分～２時
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市町村史販売
のご案内

市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

喜多方市の人口
（平成30年10月１日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

世帯数

人　口

出　生

転　入

16,668世帯

47,203人　

23人　

76人　

男

女

死　亡

転　出

22,396人

24,807人

53人

72人

　

経
典
を
入
れ
る
筒
型
の
容
器
を
経
筒
と
い
い
ま
す
。こ
の
経
筒

は
銅
板
を
筒
型
と
し
、蓋
と
底
を
つ
け
て
塞
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、ひ
も
を
通
す
た
め
の
釣
鐶
が
筒
身
の
上
下
に
付
属
し
ま
す
が
、

現
在
、蓋
と
上
部
の
釣
鐶
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
ま
で
、経
筒
は
経
塚
に
埋
納
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、中
世
に
な
る
と
、僧
侶
が
勧
進※

の
際
に
首
か
ら
下
げ
て

携
行
す
る
例
が
多
く
な
り
ま
す
。こ
の
経
筒
も
そ
の
よ
う
な
用
途

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

経
筒
の
正
面
に
は「
妙
法
蓮
華
経
」と
あ
り
、背
面
に
応
永
10（
１

４
０
３
）年
の
年
号
や
経
典
を
書
写
し
た
僧
侶
慶
海
の
ほ
か
、２
人

の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
入
っ
て
い
た
法
華
経
の
見
返
の
文
章
と
奥
書
に
よ
る
と
、

元
禄
15（
１
７
０
２
）年
に
補
修
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。僧
侶
宥
見
を
筆
頭
と
し
て
計
４
人
が
書
写
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
う
ち
２
人
は
現
在
宝
物
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
木

造
文
殊
菩
薩
騎
獅
像（
県
指
定
）の
修
理
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、こ

の
時
期
荒
廃
し
て
い
た
神
社
の
再
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

本
作
は
中
世
に
お
け
る
勧
進
の
様
子
を
知
る
上
で
重
要
で
あ

り
、ま
た
同
神
社
を
守
り
伝
え
て
き
た
近
世
の
人
々
の
歴
史
を
物

語
る
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。

※

勧
進…

寺
院
、仏
像
な
ど
を
新
し
く
造
る
と
き
や
修
理
を
す
る

と
き
、僧
侶
が
人
々
に
仏
教
の
教
え
を
広
め
て
寄
付
を
募
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

■
所
在
地　

　

喜
多
方
市
慶
徳
町
新
宮
字
熊
野
２
２
５
８

　
　

文
化
課　
文
化
振
興
班
☎（
24
）５
３
２
３

問

　

11
月
中
旬
、慶
徳
町
新
宮
熊
野
神

社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
見
頃
を
迎
え
、

期
間
限
定
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
の
樹
齢
は
６
０

０
年
と
も
言
わ
れ
、長
い
年
月
、長
床

を
四
季
折
々
に
彩
っ
て
い
ま
す
。

　

幻
想
的
な
光
景
を
眺
め
な
が
ら
、

そ
の
６
０
０
年
の
歳
月
を
想
う
と
、

時
が
止
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

市指定有形文化財
〔新宮熊野神社〕

▲ 

熊
野
神
社
経
筒  

正
面

き
ょ
う
づ
か

高さ　　　  13.0㎝
口径（上部）　4.5㎝

▲ 法華経  見返

つ
り  

わ

か
ん
じ
ん

お
う
え
い

み
か
え
し

げ
ん
ろ
く

ゆ
う
け
ん

け
い
か
い

も
く

ぞ
う
も
ん
じ
ゅ  

ぼ   

さ
つ  

き　

し   

ぞ
う


